
議案第１８号 

山都町文化交流拠点施設設置条例の制定について 

山都町文化交流拠点施設設置条例を別紙のとおり定める。 

平成２９年３月９日提出 

山都町長 梅 田  穰 

 

 

（提案理由） 

山都町文化交流拠点施設の建設に伴い、地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第２４４条の２第１項の規定に基づき、設置及び管理に関し必要な事項を

定める必要があります。 

これが、この議案を提出する理由です。 



山都町文化交流拠点施設設置条例をここに公布する。 

平成  年  月  日 

 

山都町長           

 

山都町条例第   号 

山都町文化交流拠点施設設置条例 

（設置） 

第１条 町の観光、文化、歴史等に関する資料作品を収集し、保管し、及び展

示して、町内外の人々の利用に供するとともに、広く町民の活動の場及び来

訪者との交流の場を提供し、もって町の文化の向上、観光の発展及び地域産

業の振興に寄与するため、山都町文化交流拠点施設（以下「交流施設」とい

う。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 交流施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

山都町観光文化交流館 山都町下市１６番地 

（業務） 

第３条 交流施設は、次に掲げる業務を行う。 

(１) 交流施設の利用に関すること。 

(２) 町の観光、文化、歴史等の紹介及び振興に関すること。 

(３) 商工会、中心市街地活性化、まちづくり等に係る各種事業への活動支

援に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、第１条に掲げる交流施設の設置の目的を

達成するために必要な業務。 

（管理人） 

第４条 町長は、交流施設の設置の目的を達成するため、管理責任者に交流施

設の運営に当たらせ、必要に応じて管理人を置き、管理させることができる。 



２ 前項の管理責任者は、山の都創造課長をもって充てる。 

（入館時間） 

第５条 交流施設への入館時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、

駐車場を利用できる時間は、午前９時から午後１０時までとする。 

２ 町長は、特に必要があると認めるときは、入館時間及び駐車場の利用時間

の変更及び休館日を設けることができる。 

（入館者の遵守事項） 

第６条 入館者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(１) 指定の場所以外で飲食又は喫煙をしないこと。 

(２) 交流施設の清潔を保つこと。 

(３) 展示品及び壁面について、許可がある物以外には手を触れないこと。 

(４) 騒音を発し、暴力を用いる等他人に迷惑をかけないこと。 

(５) 指定の場所以外に出入りしないこと。 

(６) 前各号に掲げるもののほか、交流施設の管理運営上必要な指示に従う

こと。 

（入館の制限） 

第７条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認める者に対して、交流施

設への入館を拒否し、又は退去を命ずることができる。 

(１) 前条の掲げる事項を遵守しない者 

(２) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれのある者 

(３) 他人に危害を及ぼし又は他人の迷惑となる、物品又は動物を携行する 

  者 

(４) 前３号に掲げるもののほか、交流施設の管理上支障があると認めた者 

（施設利用の許可） 

第８条 交流施設を利用しようとする者（交流室及び多目的ステージ（屋外広

場を含む）を特定の目的で利用しようとする者。以下「利用者」という。）は、

あらかじめ町長の許可を受けなければならない。許可に係る事項を変更しよ

うとするときも同様とする。 



２ 町長は、前項の許可をする場合において、交流施設、展示品、備品その他

の付属物（以下「交流施設等」という。）の管理上必要な条件を付することが

できる。 

（施設利用の制限） 

第９条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、交流施設等

の利用を許可しない。 

(１) その利用が交流施設の設置の目的に反するとき。 

(２) その利用が公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。 

(３) その利用が集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがあ

る組織の利益となるとき。 

(４) その利用が交流施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(５) その他町長が交流施設等の管理上支障があると認めるとき、又は町長

が適当でないと認めるとき。 

（特別の設備の制限） 

第１０条 利用者は、交流施設等を利用するに当たって、特別の設備をし、又

は備付けの物品以外の物品を利用する場合は、あらかじめ町長の許可を受け

なければならない。 

（利用の許可の取消し等） 

第１１条 町長は、利用者が次の各号のいずれかに該当するとき、又は交流施

設等の管理上特に必要があるときは、当該許可に係る利用の条件を変更し、

若しくは利用を停止し、又は当該許可を取り消すことができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

(２) 偽りその他不正の行為により利用の許可を受けたとき。 

(３) 使用料を納期限までに納付しないとき。 

(４) 利用の許可の条件又は関係職員の指示に従わないとき。 

(５) その他町長が公共の福祉のため、やむを得ない理由があると認めると

き。 

２ 前項の措置によって利用者に損害が生じることがあっても、町は、その責



めを負わないものとする。 

（使用料） 

第１２条 利用者は、利用の許可を受けたときは、別表に定める使用料を納付

しなければならない。 

（使用料の減免） 

第１３条 町長は、必要があると認めるときは、前条の使用料を減額し、又は

免除することができる。 

（使用料の不還付） 

第１４条 既納の使用料は、還付しない。ただし、町長は、次の各号のいずれ

かに該当すると認めるときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(１) 交流施設等の管理上特に必要があるため、町長が利用の許可を取り消

したとき。 

(２) 利用者の責めに帰することができない理由により、交流施設等を利用

することができないとき。 

（原状回復の義務） 

第１５条 利用者は、交流施設等の利用が終わったときは、速やかに当該施設

等を原状に回復し、又は搬入した物件を撤去しなければならない。第１１条

の規定により利用の停止又は許可の取消しの処分を受けたときも、同様とす

る。 

２ 利用者が、前項の義務を履行しないときは、町長において原状に回復し、

これに要した費用は、利用者の負担とする。 

（損害賠償の義務） 

第１６条 入館者又は利用者は、故意又は過失により交流施設等を損傷し、又

は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなければならない。た

だし、町長が特別の理由があると認めるときは、この限りでない。 

（指定管理者による管理） 

第１７条 町長は、必要があると認めるときは、交流施設の管理を山都町公の

施設の指定管理者の指定の手続に関する条例（平成１７年山都町条例第１６



７号）第４条に規定する手続きにより指定された指定管理者（以下「指定管

理者」という。）に行わせることができる。 

２ 指定管理者は、この条例及び町長の指示に従い、交流施設の管理運営を行

わなければならない。 

（指定管理者が行う業務の範囲） 

第１８条 指定管理者は、次の各号に掲げる業務を行う。 

(１) 第３条各号に規定する業務を行うこと。 

(２) 交流施設の開館時間又は休館日を変更すること。 

(３) 交流施設への入館を拒み、退去を命ずること。 

(４) 交流施設等の維持管理に関すること。ただし、展示室の維持管理につ

いては、町の指示に従うこと。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、交流施設の管理運営に関すること（町長

のみの権限に属する事務を除く。）。 

２ 指定管理者は、前項第２号の業務を行う場合には、あらかじめ町長の承認

を得なければならない。 

（指定管理者が行う管理の基準） 

第１９条 この条例に定めるもののほか、指定管理者が行う交流施設の管理の

基準は、町長が別に定める。 

（委任） 

第２０条 この条例に定めるもののほか、交流施設の管理運営に関し必要な事

項は、町長が別に定める。 

２ この条例に定めるもののほか、交流施設の管理を指定管理者に行わせる場

合の当該管理に関し必要な事項は、町長と指定管理者との協議により定める。 

（過料） 

第２１条 次の各号のいずれかに該当する者は、５万円以下の過料に処する。 

(１) 利用期間を終わっても、正当な理由がなく利用を続ける者 

(２) 利用の許可を取り消し、若しくは利用を制限し、又は退場を命じたに

もかかわらず、利用を続ける者 



(３) 正当の理由無く原状の回復をせず、その費用を負担しない者 

２ 詐欺その他不正の行為により使用料を免れた者は、その免れた金額の５倍

に相当する額（当該５倍に相当する額が５万円を超えないときは、５万円と

する。）以下の過料に処する。 

３ 前項に定めるもののほか、使用料に関する手続に違反した者は、５万円以

下の過料に処する。 

附 則 

この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

 

別表(第 12 条関係) 

山都町文化交流拠点施設使用料 
 
利用時間 

 
区 分 

9 時～17 時 

（1 時間当たり） 

17 時～22 時 

（1 時間当たり） 
備 考 

交 流 室 2,700 円 2,700 円 
町民以外の利用

の場合は、当該利

用に係る使用料の

額を 2 倍にした額

を使用料として徴

収する。 

多目的ステージ 

（屋外広場含む） 
1,350 円 1,620 円 

（備考）１ 1 時間単位の使用料とし、1 時間に満たない場合は 1 時間とみなす。 

２ 表の金額は、消費税相当額を加えた総額表示である。 



■ 施設構造・面積
　施設　　　　　　鉄骨造り/一部木造  358.03 ㎡

　大造り物小屋　　木造  59.37 ㎡

　駐車場舗装面積　約 1,500 ㎡

■ 経緯
　平成 24年度に、町・商工会・観光協会・商店街・

中心市街地活性化協議会・まちづくりやべ等で組織

する「旧浜町会館利活用検討委員会」を組織し、

中心市街地の拠点施設となるための活用のあり方を

検討。平成 26年から平成 27年にかけて基本的設計と

利活用について協議を重ね、最終的に施設を解体し

新築設計することで総意を得て実施設計を行い、

平成 28年度に建設着手。平成 29年 3月に竣工予定。

中央公民館
●

●山都町商工会

●中央児童公園

坂梨薬局●

浜町郵便局
●

●
NTT西日本　　●

Yショップ

浜町

建築場所　
山都町下市16.17.19-1の1部.50-1

山都町役場

新町

下市

山都町文化交流拠点施設（仮称）

完成イメージ

　館内には山都町の誇る文楽や神楽などの

伝統や文化を紹介するコーナーを設け、文字通り

この場所を拠点として各所への周遊を誘致する

仕掛けを作ります。

　また、山都町内で発見された文化財や史料、

阿蘇氏に関係する歴史の展示も行い、町内の学習

活動にも活用できる予定です。

　毎年行われる八朔祭の運営本部として活用

される予定です。広い駐車場を利用した品評会

活用も期待できます。

　また、施設西側に造られる吹き抜けの小屋は

下市の大造り物を通年展示することができ、その

9ｍ近くある高さの大屋根と造り物によって観光

客へのアピールすることができます。

　正面に設置されているステージは広さ 10m、

奥行はおよそ 6ｍあり、様々な催しを行うことが

できます。また、館内でも同様のスペースを確保

することができ、音響設備も揃えていることから、

会議や発表会、簡易コンサートや出張講演など

多彩なイベントを行うことができる可能性を秘め

ています。

八朔祭への活用

館内の情報発信

多彩なイベント現在の様子


